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鹿児島県で発生した強風被害（2002年10月6日）について

Wind Damage in Kagoshima Prefecture (October 6, 2002) 

友清衣利子ぺ前田潤滋ぺ石田伸幸村

Eriko TOMOKIYO, Junji MAEDA and Nobuyuki ISHIDA 

Simultaneous multiple acts of tatsumaki hit Kanagawa, Tokyo, Aichi and Kagoshima 
October 6 and 7, which is rare in Japan. This paper reports the weather information and 
structural damage at Kaseda and Sakurajima based on the information of governmental 
meteorological stations, AMeDAS and Ne WMeK data. In early 2002 the authors have 
newly put atmospheric pressure gages on Ne＂＇市長 K’sobservation sites and started its 
measurement. The records of the atmospheric pressures gages at the damaged area 
nearby suggest that other tatsumaki may have appeared besides the damage-reported 
regions. The wind damage in Kagoshima Prefecture was not so severe compared with the 
other places of the simultaneous multiple tatsumaki attacks and is estimated at FO or Fl of 
the Fujita scale. 
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1.序

2002年10月6～7日に，我が国では珍しし吋たつまきの同時

多発Jとして，横須賀市，東京都大島，愛知県南知多町，鹿児

島市，鹿児島県加世田市他で、たつまき被害が発生した．日本

風工学会風災害研究会（委員長：東京工芸大学教授田村幸

雄）では，各地区代表委員を中心に現地調査が執り行われた．

本報は，九州地区担当として，本研究院都市災害管理学講座

著者グループ。が10月10日から11日にかけて実施した鹿児島

市と鹿児島県加世田市で、のたつまき被害の現地調査報告を行

うものである．

10月6日午後2時半から3時にかけて，図1に示す鹿児島県

加世田市および鹿児島市野尻町の 2ヶ所でたつまきが発生し，

家屋の一部損壊・非住家の全壊などの被害が出た．この地域

では，過去にもたつまき発生が数多く報告されてしも場所であ

る 1),2), 3). なお，以下の図表において提供元の明記のなしも

2，気象状況

白＂＂＂＂＂山田町縁式会社包リ Jノ

1主多岬 []] 

のは著者グソレーブρ自身によるものである．

たつまきの

発生は台風接

近時に多く見

られるが，今回

の「同時多発

のたつまきJは

10月 1日に関

東地方に上陸

した台風21号

との直接の関

連は少ないよ

うである.10月

6日午後 2時

半頃，九州地

方では低気圧 図 1鹿児島県内たつまき被害発生地

＊ 都市・建築学部門

料 都市共生デザイン専攻博士後期課程

に伴う前線が

通過し，鹿児島県は積乱雲に覆われて大気が不安定な状態で

あった．同日午後3時の気象衛星ひまわりによる可視画像と天

気図を図2と3に示す．

著者グループは図4に示す鹿児島県内の気象官署，アメダ
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（福岡管区気象台提供）

図2 2002年 10月6日15時気象衛星ひまわり可視画像

（福岡管区気象台提供）

図3 2002年 10月6日15時地上天気図

図4 気象データ収集の配置箇所

ス， NeWMeK（広域高密度風観測システム） 4), 5),6）の気象データ

を収集した．図中・印は気象官署（鹿児島地方気象台，各測

候所，アメダス），・印は NeWMeK観測点（No.105, 106, 113, 

117）の位置である．図5,6, 7には気象官署とアメダスでの 10

月6日の降水量と海面更正気圧，平均風速を示す．図5に示す

ように，鹿児島地方気象台，アメダ、スの加世田と権現ヶ尾観測

点では午後2時から3時にかけて5齢、雨になり， 1時間の雨量
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図5 2002年 10月6日降水量（気象官署・アメダス）

~ 1012 

福川O

s :::: 
; 100 

－

－

－

守

e

－

l
 

l
 

h

一
回
V

一

一

一

ー

1
 

1
 1

－
－
，
－
－
－
－
 

1
 

l
 一
一
一
一
’
・
一
一

ー

1

1

1
－
1

1

・！
L

l

ト
ー
一
a

l
－－

一
一
一
一
、
一
，
一

1

1

一i
l

一l
i
i
h

－－
v
l
M
r
r
γ

－

－

－

－

 

．．
 

‘、、

寸

i

γ

l

一l
l
A
l
t
叩令市ピ、町一－

一

一
一
一
一
．
、
、
一
一

7

一！！一
l
f
J
1
1
v

、
e

叶

1
叶
1

一

一

一

『

一

一

7

1

 

一一7

・i
l

－－
L

－
ー
ト
！

r
！
r
f

一一一一寸！一
1

l

一
ー
コ
、
ー
ベ
l

「

1

1

．
．
．
 ‘

－

－

－

 

T
I
E
－
－・
1

・f白
i

ト
i

r

－－「

i

｝
 

i

l

－－
i

－B『
h

J

1

4

1
司

t

i

－－

i

ー

！

i
 －

？

、

・

・

・

ー

一11
守
｝
！
よ

l

iザ

1

7

1

一I

l

－
 

－
．
、
－
－
－
－
－

一ー1•••• J.. . .！.・ー司J.... l •• ..i. ... L. .. l. ••• J ...λ... .！・ー・.！..‘.l.... J. ... l. .•• J一一l••• .l ..•. J.. .. l •••• J・・ーしー..I.ーーー
｜一枕崎測候所 I I I : I I I I I I I I I I I I I 
・・・鹿児島地方気象台卜ーI... J ..•. L J…ーし・＇・ .J….L ••• <. •.. : ...• I…iーよ…J…しー」
' ' i ! 1 I i i i I I I I I I I i I I I I I 

時刻I

図6 2002年 10月6日海面更正気圧（気象官署・アメダス）

時刻

図7 2002年 10月6日平均風速（気象官署・アメダス）

は30mm以上を記録したが，枕崎測候所，アメダス喜入観測点

での降水量は 5mm程度で，短時間に一部地域にのみ雨が集

中したことがわかる．このため，局地的な大雨により，鹿児島県

内各地で住宅の浸水等の被害が起きたη．また図6,7より，枕

崎測候所や鹿児島地方気象台で午後2時過ぎに気圧が下がり，

その直後に突風が吹いたことがわかる．

図8にたつまき発生地区周辺の NeWMeK観測点 No.105,

106, 113, 117での 10月6日の10分ごとの海面更正気圧を，図

9, 10, 11, 12に同観測点での風向風速を時刻歴で示す．サン

プリング周期は 1秒である.106番観測点では，午後 2時頃，

105番観測点では午後2時50分頃に気圧が最も下がりパ 1ず

れもその直後に瞬間風速20m/sを超える突風が吹いている
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図8 2002年10月6日海面更正気圧（NeWMeK)
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図9Ne札制eK105時刻歴風速と風向（2002年 10月6日）

図10NeWMeK106時刻歴風速と風向（2002年 10月6日）

が，その継続時間は短く突発性の強し、現象で、あったことが分

かる．風向は東風から西風に急激に変化している．なお，

NeWMeKの気圧言情己置は2002年3月から新たに運用してい

る．

3.たつまきと被害の状況

3.1加世田市の場合

1）たつまきの概況

2002年 10月6日午後2時30分頃，加世田市内山田志風

地区付近で発生したたつまきは，北東方向に移動しながら同

市川畑地区周辺で消滅したと思われるその被害は幅およそ

150m，吹走距離はおよそ4,000mに及んだ．たつまきの推定経

路とその被害分布を図 13に示す．翌10月7日の鹿児島地方

気象台の調査によって，強風によって作物が渦状に倒れて

しもこと，隣接してしも樹木・家屋で被害の程度に大きな差

があること等からたつまきと判断された．
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図13 加世田市被害分布状況
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図 14と15に被災現場に最も近い観測点となった加世田消

防署での風向風速，気圧，降水量，温度の自記記録波形を示

す．たつまきによる被害が起きた午後2時 30分頃に最大瞬間

風速約 14.5m/sを記録した．たつまきの局地性を考慮、すると被

災地で、はこの値以上の風速となった思われる．気圧・気温・湿

度はわずかに変動している．落雷による停電で記録が不連続

になっているが，降水量は午後 14時頃から急激に増加し

36町 nに達した．なお，加世田消防署の気象測器は検定を受

けていない．

加世田市では過去，昭和52年とら3年にもたつまきが発生し，

同程度の被害をもたらしている．

図14 2002年 10月6日時刻歴風速と風向（加世田消防署）

15時 14時

図15 2002年 10月6日気象状況（加世田消防署）

2）被害状況

たつまきが最初に発生したと考えられる内山田志風地区では，

そば畑や烏よけの棒等に被害が見られた．たつまきの進行方

向右側にあたるそば畑では作物が北西方向に倒れており，進

行方向の左側では鳥よけの棒が南東方向に倒れているなど，

たつまきの旋衡状態が残されていた（写真 1）.北北東の方角

にあるゴ、ルフ練習場と建設中の県営および市営住宅でも被害

が見られた．ゴ、ルフ練習場で、は写真2 3に示すように高さ約

lOmの鉄筋コンクリート製防球ネット支柱 5本が北西方向に倒

壊した．ゴルフ練習場の職員によれば，周囲が乳白色に曇っ

て倒壊の瞬間は全く見えず，大きな音が聞こえたとのことであ

る倒壊した支柱により隣接する高校のフェンスや植栽も被害

を受けた．また，写真4~こ示すようにゴ、ノレフ練習場のネット支柱

が数本倒壊した．

隣接していた建設中の市営住宅工事現場では，写真5に示

すように組み立て足場と工事事務所が強風によって飛ばされ

た県営住宅の供給公社事務所で、はサッシが破損し内部に強

風が吹き込んだため，内圧が増加して破損面以外の壁パネル

3面が写真 6,7に示すように外側に膨らんだ．また団地内で

は，植栽や屋上緑化シートが飛散した．

10月6日当日は近隣の小学校で、運動会が行われていたが，

午後な急な雨のため中止になり人的被害はなかった．しかし

ながら残されていたテント2張りが破損した．住宅被害は広い

範囲に及んでいるが，被害が比較的大きかった川畑地区で、は，

住家や車庫等の約 30棟が被害を受けた．主な被害は写真 8,

9, 10に示すような屋根瓦の飛散や車庫のスレート破損である．

他に写真11,12, 13に示すようなガソリンスタンドの屋根軒天

井の破損，焼酎粕処理施設のシート破損のほかに，数多くの

樹木の被害があった．

加世田市では，たつまきの吹走距離が長く，被害地区が広範

囲に渡っているが，住家・非住家およびテント等の強度の弱し、

構造物に被害が集中した．フジタスケールでFO～Fl程度であ

る．

写真1志風地区付近被害状況

（鹿児島地方気象台）

写真2ゴ、ルフ練習場

ネット支柱折損（加世田市役所）

-64-



写真3ゴ、ルフ練習場 ネット支柱折損

写真4ゴ、ルフ練習場

ネット支柱折損

（鹿児島県住宅課）

写真5市営住宅工事現場

ブロレハブ倒壊（鹿児島県住宅課）

写真6県営住宅供給公社事務所

開口部の破損（鹿児島県住宅課）
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写真7県営住宅供給公社事務所

壁パネルのふくらみ

写真8川畑地区住宅 瓦の飛散

写真9川畑地区 住家の被害

写真 10川畑地区

住宅のスレート破損（加世田市役所）



写真 11川畑地区

ガソリンスタンドの屋根

写真12焼酎粕処理施設シート破損

写真 13川畑地区 樹木の折損

3.2鹿児島市野尻町の状況

1）たつまきの概況

鹿児島市野尻町では，加世田市より少し後の午後2時50分

頃，たつまきが発生したと考えられる．黒い漏斗雲を見たとし可う

目撃証言がある．鹿児島地方気象台によるとフジタスケールは

Fl～F2程度で，被害範囲はたつまきの進路を中心に右側に

350m，左側250mの幅600mに達し，北東方向400mに及んだ．

図 16に野尻町での被害分布を示す．野尻町付近では昭和38

年と39年にも同程度の強さのたつまきによる被害が出ている．

図 16鹿児島市野尻町7皮害分布

2）被害状況

たつまきは野尻港の海上で、発生したと考えられる．目撃

者の証言によれば，港に停泊していた船が強風で巻き上げ

られて浮かび上がったそうで、ある．また，長さ2m強化プラス

チック製のボートは200mほど飛ばされ内障に落ちた．桟

橋に駐車していた軽トラックが横転し，北西側の手すりにぶ

つかったのちに海岸に落ちた．写真14は引き上げ後の軽ト

ラックで、ある．この付近では写真 15に示すように直径 20cm

の配電柱2本が北西側に折損した．地元住民の証言では港

の北西側にある岸壁の手すりは写真16に示すようにたつま

き後に海側に湾曲したとのことであるが車か何かが接触し

た可能性もある．

港沿いの緊急退避舎では，写真17,18に示すように飛来

物による扉の破損や，すぐ隣で強風により根から浮き上が

った樹木が見られた．また付近にはフOレハブ小屋が 2棟建

てられていたが， l棟は20mほど南東へ飛ばされて全壊し，

別の 1棟はたつまきに巻き上げられ空中で一度回転し別の

場所に落下した形跡が見られた写真19は落ちて全壊した

フOレハブ小屋で、ある． 写真 20,21は全壊した港そばの倉

庫とこれに隣接する半壊住居である．この住居は南側のガ

ラス窓がほぼすべて破れていた． 住居約 10棟で瓦あるい

はスレートの被害が見られたまた牛舎や倉庫など，住家に

比べて強度の低い建築物ではさらに大きな被害を受けてい

る．住家・非住家被害の様子を写真22, 23, 24に示す．海

岸沿いの樹木やカーブミラー（写真25）の折損が見られた．
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写真14横転した軽トラック

（鹿児島中央消防署）

写真15配謝主の倒壊

（鹿児島地方気象台）

写真17野尻街寺避所

飛来物による破損

-67-

写真18樹木基礎の浮き上がり

（鹿児島地方気象台）



写真22住宅屋根瓦の飛散（鹿児島地方気象台）

写真23牛舎の屋根破損

写真24住宅の屋根破損

写真27カーブミラーのゆがみ

野尻町では，配電柱が倒壊していること等から，最大瞬間風

速は 40m/s干到支に達したと考えられる．強度の低い非住家や

樹木には大きな被害が出たが，住家被害は少なかった．これ

は被害の大きくなるたつまき経路の右側には住家がほとんどな

かったためと考えられる．

まとめ

2002年 10月 6日に鹿児島県内の2ヶ所で、たつまきが発生

し，住家や非住家・樹木等に被害をもたらした．序で述べた「同

時多発Jの他地域に比べて，鹿児島県内での被害は軽微なも

ので、あったが，住家では屋根瓦やスレートに被害が見られ，非

住家・倉庫等強度の低い建物の一部は全壊または半壊した．

また直接の被害は報告されていないが，近傍のNeWMeK観測

点のいくつかの箇所で急激な気圧低下を記録しているなど，

他にもたつまきが発生した可能性も考えられる．台風等の強風

災害に比べ，狭い範囲での突発性の5齢、たつまき災害の具体
的な防災対策は現状では提起しlこくし 1状況にあるが，たつま

き発生は統計的に同じ地域での再現性が高く，発生状況と被

害実態の記録・検証は今後の防災資料として有用である．
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